







歴史地理学調査報告 第6号 67～791994   
秩父地域における三峰信仰の受容と展開  
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第1図 三峰LU周辺概要図  
















Ⅱ 秩父地域の修験の編成  
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第3囲 三峰山の霞と樽型一事保年間－  
（『三峯神社史料架1』3号文啓などにより作成）  
三峰山の配下に吉田坊を移すことで決着がつけら  























Ⅱ 修験の活動と信仰のあり方  
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第l表 二三峰山配下修験の曲解一宏永3年（1774）－  











元来 三峰111イ．＝仰こl巾代々修験什楽焼れ  
心外こ傘存候故，尭父法周院瀾憫什低  
山本坊御支配講之罷在候  
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て寄付を集めた記録であろう。   
この「勧化帳」をもとに作成したのが第5図で  
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と思われる。   
秩父山地では，たとえば享保18年（1733）に中津  
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2 卜川野  3野卜  
8タメ．ミケi  ぎ）粕谷  
14人野原 15人宮  
20別所   21田村  
26太l引   2ア小柱  
山陰祥淵  5釧脊   6人淵  
1り定峰  11声ケ久保12横瀬  
16「那森 17上寄三森 1輔仙  
㍑寺尾   23蒔附   24品沢  
28野巻   29久長   30阿熊  
341二吉田  35El尾  ：i糾、森  
4（恨留   41上It‡野  42【】野  
46新人鳩  47古人施  4糾】津川  
31上1‖野沢 32F’fHl野沢 33下畠と】  
37滞  38下小鹿野 39般若  
43小野畷  44自久   45驚‖l  
















檀廻活動を行なっていたといえよう。   
b．吉田坊の櫨廻   
前車でみたように，下吉田柑の吉田坊はもと山  
本坊の配下であったが，文化2年（1805）に三峰山  
ー 73 －   
囲が，21か村の吉田坊の霞のうち，吉田坊が自身  







































第6図 書田坊の檀廻  
（吉田智治家所蔵「檀回録」により作成）  （吉田智治家所蔵「檀回録」により作成）  


























る。   




















村の事例を中心として考察する。   





他の概観との関係をみるし一 人柑家は江戸時代に栃  
本間所の閑′、1：と名ヰ役を兼接した家でか＝，この  
「年中行事」は第8代人柑久住街商暁の蜜が記蝕  
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第3表 大村家を訪れた諸国の寺社の御師一文政5年（1822）－  
寺社名   御師名   初 穂   土  産   そ の 他   
伊勢  三日市太夫次郎   200文  
名代  くしら・小かつをふし10・こ  
よみ  
内宮  大国右近太夫  200文  
をふし10・はし2せん・風ろ  
敷1ツ・こんふ1枚  
うすいとふげ  200文   
熊野宮  はこ入1ツ  
京都稲荷山  24文  村幸八取次   
榛名LU   御札般若坊  茶少々・大河原2帖   村方より大豆1軒二付き  
大豆5合  1升または32文   
戸隠山   東福院   50文  御礼・しゃくし・紙たばこ人  
富士山  御札大駒谷主勝  24文  村方こて甚和酎一っ・助左  
衛門年辞二楕致ス  
津廊牛頭天王   山本兵太夫  御札・ひもの5枚程   
愛宕山  教宗院  供1人1摘  
万歳楽  永井長太夫  100文  
白米1升  
長留神社  左門  50文  玉子やき・はな山ス，  
年々切はらひ  
三峰山神領  御札・鼻紙，年玉二束ル   供1人，1汁3濃こてめ  
し，彦左衛門方l橘  
小鹿野こや  （夏）大麦1升  
（秋）大豆／  
小豆1升   
（『新編埼玉県史 饗料縮14』221号文昏により作成）  
に勧請をしたのではなく，組織的な形でなされた  
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第4表 末社勧請施主一事保年間－  
年   末社名   在所   施主名   
享保7（1722）  三宝荒神   ○大連原   干場伝兵衛  
〃  丹生大明神   大宮   柴岡滑石衛門  
ク  妙 見 宮   ○猪鼻   柴岡伊右衛門  
ク  不 動 尊   ○大連原   休岩坊  
享保8（1723）  正 八 幡   ○栃本   大村与市・久兵衛  
ク  日 天 宮   ○廿六木   加藤勘兵衛  
ク  月天宮  堀切   大宝院  
三沢   田嶋利右衛門  
〃  三部大権硯  ○落合   木村胎助  
ク  天 満 宮   （⊃大連原   干場伝兵衛  
ケ  弁 財 天   （〕上中尾   山中茂右衛門・熊之助  




○大久保  干場与右衡門  
0大輪相中  
○栃本  大村横右衛門  
○菅平  干場与兵衛  
○岡本村中  
斎藤万石衛門  
帆布相中   
木村平兵衛   
ケ ケ ク 〃 〃 〃 〃 享保9（1724）                                                                                           春日杜 両皇太神宮 諏訪大明神 粗大明神 雷電宮 熊野大権硯 大黒尊 椎汁濫費命                       草保年中  〃  大日如来 稲荷社  
（三峰神社所蔵「山内取締向二付僧日記」などにより作成）  












































































仰とその展開，五東亜覇：『L山岳宗教史研究厳密   
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